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第４条の２ 博士前期課程は，学部と一貫した体系のもとに，高度の技術開発を主眼と

して，学際的な協力を基盤に教育研究を行うことを目的とする。 

２ 博士前期課程に，次の専攻を置く。 

専 攻 名 目                              的 

機械工学専攻 

 機械工学専攻では，機械工学に関する専門的知識を有し，

それら個別の知識・技術を統合化させ，先進なものづくりや

独創的な機械・装置・システムの開発・設計に応用し得る実

践的な能力に加え，グローバル社会において必要な，海外イ

ンターンシップ，ＭＯＴコース，コミュニケーション能力養

成講座，さらに，技術移転・特許など知財能力を養成するマ

ネジメント講座を用意し，実践的・創造的・指導的能力を備

えた国際的に活躍できる上級技術者・研究者，持続的発展可

能型社会に貢献できる挑戦的技術者・研究者を養成する。 

電気・電子情報工学専攻 

 電気・電子情報工学専攻では，学部での基礎教育を踏まえ

，らせん型一貫教育の下，電気・電子工学分野の発展を支え

る材料・プロセス，エネルギーシステム，集積デバイス及び

情報通信システムなどの技術分野に精通し，実践的・創造的

・指導的能力に加え，高度技術開発能力を備えた国際的に活

躍できる上級技術者・研究者，持続的発展可能型社会に貢献

できる挑戦的技術者・研究者を養成する。 

情報・知能工学専攻 

 情報・知能工学専攻では，情報・知能工学に関する網羅的

かつ専門的知識を有し，それらを先進的な基礎技術，並びに

応用システム構築に関する高度な技術開発・設計を行うこと

のできる実践的・創造的・指導的能力を備えた国際的に活躍

できる上級技術者・研究者，持続的発展可能型社会に貢献で

きる挑戦的技術者・研究者を養成する。 

応用化学・生命工学専攻 

 応用化学・生命工学専攻では，物質科学および生命科学分

野に関する専門的知識並びにその周辺分野についての幅広

い学識を有し，実践的・創造的・指導的能力を備えた国際的

に活躍できる上級技術者・研究者，持続的発展可能型社会に

貢献できる挑戦的技術者・研究者を養成する。 



建築・都市システム学専

攻 

 建築・都市システム学専攻では，都市・地域の建築・社会

基盤施設及びそれらをとりまく環境を，将来を見据えてデザ

インするとともに，それらをシステムとしてマネジメントす

るための高度な能力を有する実践的・創造的・指導的能力を

備えた国際的に活躍できる上級技術者・研究者，持続的発展

可能型社会に貢献できる挑戦的技術者・研究者を養成する。 

 


